ども 、 ゆ ー き で す 。 


2 冊 目 の ラフ 本 で すね 
前 回 は アナ ログ 本 な ら で は の 味 を 狙い まし た が 
今回 は いつ も の デジ タル 入 稿 チー ム な の で 
鉛筆 名 を 出す に は ベス ト と 思い ます 


> 
< 


が 、 い つも の コメ ント と 違っ て 
イン タビ ュー 形式 に な っ て いた り と 
いつ も と ちょ ー っ と 違う 所 も 
H 楽し め る か も 知れ ませ ん 。 ( 笑 ) 


劇 エ スカ 本 を 期待 し た 方 は あし か ら ず で す が 
それ は また 次 回 の お 楽し み と 言う 事 で 。 ( 笑 ) 


COCCOCOOCCCOCYLOOCOOOOLCCCCCCOOCCOCOOO い OO 


イン タビ ュー の る 
結 ) = 結 虹 人 大 
高 ) = 高 枕 
八 ) = ハ サ ママ サシ 


23 oe の < yo 2 ジン 


に Et 
oe 


WNWVILIH 


A 


人 抽  | 雪 呈 


高 ) 前 の ペー ジ の 「 ロ ー ド ス 」 の ラフ 画 に つい て 教え て 
下 きい 。 


結 )1 ペ ー ジ 目 の イラ スト ラフ は ロー ドス の ビデ オ ボ ッ ク 
ズ 用 に 一 番 最初 に 描い た アイ デア ラフ な ん だ けど 、 デ ィ 
ー ド が ちょ っ と 小さ く な っ て し まっ た の 。 だ か ら も う 少し 大 
きく し た いと 思っ て 、 全 体 的 に 絵 を 持ち 上 げ て レイ アウ 
ト を 切り 直し た の が 左 ペー ジ の ラン 画 。 


ANWILI 


ーー 


ANVILHM 


可動 。- 還 - 本 


ま AI 


高 ) 13 本 あっ た ビデ オ を 4 本 に まとめ て 出す な ん て 凍 
い 話 で す よね ! 


結 ) そう だ ね ー( 笑 ) 。 で 、 こ の 4 点 が 中 身 の パ ッ ケー ジ 
用 に 描い た 物 。 


高 ) これ は 確か テレ カ に も な っ て まし た ね 
結 ) ビデ オ ボ ポッ クス 購入 特典 な 。 


ハ ) 基本 的 に アイ ディ ア 状 態 の スケ ッ チ と いっ た 感じ 
で すか な 


結 ) シー リス の ポー ズ を 少し 悩ん だ 以外 他 は ほとん ど 
フィ ニッ シュ に 近く 、 自 分 の 中 で は スパ ー ン と 絵 に な っ 
た の で 仕上 が り も 気に入っ て る 。 


ANWIILIH 


ANUVIILIH 


高 ) この 見 開き は 2 


結 ) 「 ロ ー ド ス 島 附 記 」 の OVA の 時 、 角 川 か ら カレン. 
ダー が 出 て その 時 の 表紙 が これ 。 キ ャ ラ が 全員 横顔 で 
並ん で いる っ て の は あま り 無く て 、 ア イデ ィ ア 的 に 気 に 
入っ て る 。 サイ ボー グ 009 な ん か で は よく あっ た な ね 。 ( 笑 ) 


ANWILIH 


陽二 貞 肖 | 


ハ ) この 辺 は ずばり アニ メ 雑 誌 の 表紙 の ラフ で す よね 


結 ) そう そう 見 た 通り の まん ま 。 


ANWUIILIH 


ANTIILIH 


ハ ) これ は 何 用 で すか 


結 ) ムッ ク 用 に 描い た 物 で 、1 差 目 は 出湯 さん 
が ディ ー ド を 描い て て 2 巻 是 の ボク が バー ン 。 


ノ 結 ) これ は カレ ンダ ー 用 に 描 

/ | いた 物 だ ね 

高 ) 先程 の シリ ー ズ で すか ?. 
結 ) 條 う 倍 う 。 雑 誌 の 人 舞 

ー | カレ ンダ ー で 他 の 作家 さん は 
候 う 作品 を 描い て る 。 


ANTIILIH 


結 ) 右 の ディ ー ド は コン プティ ー ク の 表紙 用 に 描い た 物 で 画集 に も 収録 し た モノ 。 
こっ ち は カ レン ダー 用 で ボツ に し た 物 だ けど 、 今 見 る と 実際 に 使用 し た 人 (11 月 -12 
月 ) の 絵 より こっ ちの 方 が 良い 様 な 気 が す る 。 ( 笑 ) 


ハ ) 個人 的 に は 結城 さん が この 時 代 背景 と は 違う 時 代 背 長 で 描く 絵 が すま で すね 
結 ) 「 ロ ー ド ス 島 」OVA の 話 が 終わ っ た 後 の 囲 気 で 描い て いる か ら ね 。 


ANVILH 


ANWIILIH 


NOBUT 


ハ ) これ も 雑誌 の 表紙 で すか 


結 ) そう 。 こ れ は 角川 が メデ ィ アミ ックス 誌 の 様 な 物 を 出し た ん 
だ けど 、 結 局 売 れ な く て 1 巻 で 終わ っ ちゃ っ た 。 ( 笑 ) 


ANWTILIH 


高 ) この スキ ー 場 の ディ ー ド は 全然 下 う 時 代 で す よね 


ジ 。 ( 生 ) 


結 ) 時 代 と ゆー か 、 こ れ は いか に も を 雑誌 の 表紙 の イメ ー ジ 


人馬 N 当 MI 半 時 


ANWYILIH 


TUKI 


ハ ) この 絵 は 全く 見 覚え が 無い の で す が 何 用 に 
描か れ た の で すか 


結 ) 全部 ボツ で あま り 党 えて いな いけ ど 、 何 か の 
表紙 と し て 考え て いた と 思う 。 


ANWILH 


語り 


高 ) これ は 2 本 目 の ゲー ム 用 イラ スト で す よ ね 


結 ) 最初 この 絵 は 主 人 公 が スパ ー ク な の で 真ん中 に ニー ス を 描い 
て いた ん だ けど 、「 ゲ ー ム に ニー ス は 出 を な い の で ヒロ イン は ディ ー ド に 
し て くれ 」 と か 言わ れ ち : ヒー ロー が スパ ー ク な の に ヒロ イン が 
ニー ス じ ゃ 無い の は 変 だ ろう !」 と 騒い だ けど どー に も な ら ず 。 仕方 を 
く 無理 矢 理 レイ アウ ト 修 正 し て 納得 の 行か な い 絵 に な っ て し まっ た 。 


ハ ) ディ ー ド が ヒロ イン な ら パ ー ン が 主人 公 じ ゃ な いと 変 で す よね ー 


結 ) だ よね ー! 


AN WILIH 


ANWIILIH 


ANWIILIH 


ハ ) この 4 枚 も 一 連 の ラフ っ ぽい 
アイ ディ アカ ッ ト で すね 


結 ) これ は スニ ー カ ー の [ロード 
ス ] 特集 用 に 山田 さん や 色々 な 方 
が 参加 され て いて その 中 の 一 析 。 
高 ) 全部 カー ラ で すね 


結 ) 各自 指 く キャ ラ が 決め られ て 
いて 僕 は カー ラ を 担当 し た の 。 


前 前 


ANVILHI 


ANWTIILH 


ANWILIH 


ed 


ハ ) この 辺 は みた 通り ディ ー ド 集 と いっ た 
感じ で すね 


| 

国 | の に の や い ウケ rb\ ん で いる ラフ は さ 
っ き 話し た ビデ オ 用 の アイ ディ アス ケッ チ だ 
ね 。 机 成 か ら 任 き れ て は いた ん だ けど 、 各 和 
女 キ ャ ラ で と いう 話 が バン ダイ か ら あ っ た の 
で 初期 ロー ドス の 4 大 ヒロ イン で いく こと に 。 
で も ヒー ロー が いな い の も 変 な の で 各 キ ャ ラ 
に か ませ る 形 に し た の 。 


ハ ) 各 キ ャ ラ に 一 人 づつ いま すか ら ね - 


結 ) そう そう 、 因 縁 の 深い キャ ラク ター を 付 
け て くっ て カン ジ で 。 


ANWILW 


1 高 ) これ は 言わ ず と 知れ た 当 サ ー ク ル の 同 
人 誌 「ESCAFLOWNE FAN BOOK] の 表 
括 表 紙 で すね 


お 拓 ま を 呈 昌 半面 


ハ ) ここ か ら サ ン ライ ズ 作 品 が 続き ます が 
結 ) LD ポ ックス 用 の ジャ ケッ ト 。 
高 ) ボッ クス の 表紙 7 


ハ ) 中 身 の ジャ ケッ ト の 1 枚 を 結城 さん が 
担当 され た の で す よね 


結 ) そう 。 


INTTLIH 


ANWVWILIH 


』NYI 喘 


結 ) 前 の ペー ジ の 「 ダ ン バ イ ン 」 は BOX 
上 巻 、 下 巻 各々 の 表紙 。 右 の 絵 の 真 ん 中 辺 
り が 気に入っ て ダン バイ ン と か み 合わ せ て 1 
枚 の イラ スト に し た の 。 


ハ ) イメ ー ジ と し て キャ ラク ター の 配置 補 
えた の で すね 


高 ) この 見 開き の の ラフ 画 は その 前 段階 
の で すか 


結 ) だ ね 。 


ハ ) この 段階 で の アイ ディ アラ フ で ショ ウ 
の イメ ー ジ は 出来 て ます ね 


結 ) うん 、 幅 池 さ ん が 挫 く [ダン バイ ン ] も 
好き だ っ た の で 、 パ ー ス を 付け た ら 格好 良い 
カ な と か 思っ た ん だ けど (次 の ペー ジ を ) 、 ダ 
メ だ こり ゃ 、 清 川 さん の 絵 に パー ス は あわ な 
いや っ て 。( 箕 ) 


ウジ 


生還 | 量 | 居 | 憶 ] | 


ANWIILIH 


ANVIILIH 


(本 語 し 蘭 | 隆 | 閉 | | 


結 ) ペー ジ 中 央 の イラ スト も ピン ナッ プ 用 。 


高 ) 送 シ ャ は た し か 同誌 用 に 失い た イラ スト で 
す よ ね 


結 ) そう そう 、 座 野 さ ん が 作っ た 同人 誌 の 表紙 用 
で 、 左 が アイ ディ アラ フ で 右 が 最 終 イラ スト 。 で も 
実は 逆 シャ を 観 て いな い の で な か な か 感じ が 掴め 
な か っ た ん だ よね ー。( 笑 ) 


ハ ) 携 て な いん で すか 、 結 構 貴 く な り ま す よ ( 笑 ) 


4A II 『W 1 詞 四 


WI N 0 | 1 


ハ ) こ の 「 六 夢 ] は 何 か の ポス タ 
一 用 で すか 


結 ) 右 が 下巻 の パッ ケー ジラ フ で 
左 が 上 巻 の パッ ケー ジア イデ ィ ア , 
ラフ か な 。 上巻 は 結局 違う イラ ス 


HHHUUUIUOUDUUIUUIUUOUUUUIIIIIIIUIIIIIUIIUIIUIIIII NIIIIIIIIIUIIIUIU 


ANWTIILIH 


3 


ID 


結 ) この ペー ジ は サン トラ 用 の アイ 
ディ アラ フ 。 下 は 設定 用 に 描い た ラ 


ハ ) キャ ラク ター デザ イン を 全て を 
任 さ れ て いた ん で し た よね 


この 「 エ ヴァ 」 は 何 な の で すか ? 
結 ) アニ メー ジュ の ポス ター 用 。 


高 ) 何故 、 結 城 さ ん が 「 エ ヴァ ] を 描く 事 
に な っ た の で すか 


結 ) 色々 な イラ スト レー ター が 毎回 エ ヴ 
ア を テー マ に 描い て いて 、 そ し た ら 自分 に 
る 回 っ て きた 。 


高 ) 確か エヴァ を 観 て いな いよ ね 2. 


結 ) 未だ に 観 て いな い 。 ( 笑 ) だ か ら アニ 
メー ジュ の 編集 長 か ら 「 エ ヴァ 」 に 関し て 
の 説明 を 受け て 描い た ( 笑 ) 


ハ ) 結城 信 交 的 な フォ ルム で は な く リア 
ル 系 っ ぽい フォ ルム で 描い て ます ね 、 


結 ) うこ ん 、 な に を も っ て 結城 人 間 的 と 
いう か は 計 だ が 。 ( 笑 ) ちょ っ と この 頃 か ら 
リア ル 系 で 描く 事 が 多く な っ て きた 時 
か な 。 


/ 『/ 
朋 / 1 


州 
/ キ ギル 人 リ 


ハ ) この [セラ ムン 」 の イラ スト は 化 的 に 結城 さん 系 だ な っ と 思い ます が 
ン 


結 ) 玲 か に 浸 画 っ ぽい 絵 に ディ テー ル を 足し て うそ リア ル に する の が 一 番 の 僕 の 符 微 だ け 
れ ど 、 最 近 は も うち ょ い 物 の 立体 を きち ん と 描こ うと 思っ た り し て る 。 た だ そう する と 絵 が 面白 く 
な く な る だ よね ー、 ど うに も 。 ( 笑 ) 両方 と も 同人 誌 用 に 描い た ラフ 。 


ANWIHIH 


ANVWILIH 


AN WILH 


高 ) これ は 「CC さ くら ]2 部 の エン ディ 
ング で すね な 


結 ) 同じ カメ ラボ ポジション で さく ら が 行っ 
た り 来 た りす る カッ ト で す 


ハ ) 少女 漫画 の 可愛 らし さ が 良 く で て 
ます よね 


結 ) 少女 漫画 は 大 好き だ よー。( 笑 ) 
この エン ディ ング 浅香 監督 か ら は 割 と お 
任せ で 、 好 き に や っ て 下さ いっ て 言わ れ 
た の は いい けど は て さて 雨 の 日 に 部屋 
で 何 を する の か な ー な ん て 困っ た り し て 。 
( 科 ) 


ANWIILH 


| 


還 2 


3 に (029 


ANTILIH 


高 
バ ) 


この 「 天 な る 」 は キャ ラク ター デザ イン の 加藤 君 か ら の 依頼 で し た ね 
スケ ジュ ー ル 的 に 辛かっ た と 聞い て ます が 


結 ) 地獄 。( 笑 )「 さ くら 」 の エン ディ ング と 「 劇 場 版 エ スカ 」「 ク ロ ノ クロ ス 」 
等 を 平行 し て 作業 し て た か ら ね ー。 


ANVILH 


AN VILH 


ANWILH 


ANVILIH 


この 「BASARA] は ボツ 企画 で す よ ね 
結 ) 1 回 ボツ に な っ た けど 、 ポ ク が 関係 な い 形 で アニ メ に な っ た よ 。 
高 ) 設定 も 何 も 使 われ な か っ た の は 残念 で すね 


結 ) うん 。 田 村 さ ん も 気に入っ て くれ て いた みた い だ っ た か ら ね 。 あ と で 直接 
田村 さん か ら は オー プ ニ ン グ だ け で も や っ て 欲し いと 言わ れ て OK し た ん だ け 
れ ど 、 ス タ ジ オ の 方 か ら は オフ ァ ー が 無く て 残念 だ っ た な 一 。 


ANVIlLI 


ハ ) この 衝 用 に 仕上 げた イラ スト は どう し た の で すか 
結 ) これ は 企画 用 に 描い た 物 。 
高 ) 企画 用 と は 思え ませ ん ね 


結 ) セル 画 ま で 仕上 が っ て る か ら ね 。 個人 的 に も 好き な 話 だ っ 
た の で や り た か っ た 。 で も 本 来 大 長 入 の 話 を 深夜 で 13 本 企画 な 
| ん て 間違っ て る よね 一 。 そこ だ け は 絶対 ゆず れ な か っ た か ら 。 


_AN TILH 


還 陣 時間 時間 間 昌 陣 還 


た 、 縛 本 半 28eo 上 回 
ーー ーー 一 ーーーze 
区 つ / 敵 0 らら っ っ ビビっ | っ 
(6 (ep 〇 〇 〇 〇 〇 


| の ) [カイ ザー」 の デザ イン は 向こう の 人 だ と 聞い た の で す が 
納 ) そう そう 、 タ イト ー の 人 が デザ イン し た の を キャ ライ ラス ト に 仕上 げた だ け 。 
ハ ) みん な 結城 さん が や っ て た と 僕 は 勘違い し て まし た よ ( 笑 ) 


夫人 


の な 
So グ 
ハ ) この 2 枚 は ポス ター 用 に 描か れ た ラフ で す よ ね 


結 ) 左 の 景 部 分 と 右前 方 部 分 を 使用 し 、 結 局 この 2 枚 が 混ざっ た 絵 が 
守屋 最後 の ラフ は 完全 に ボツ に し た 総 だ ね 。 


ANVUILH 


AN YILH 


) この [スト リー ト フ ァ イ タ ー!] は 何 縮 ) いや も う 材 聞き ん で ば っ ちり Il( 和 ) 
に 使っ た の で すか ボク じゃ な く て 身 か っ た ーー ニー ニー 

ーー。 も と も と 「 ス ト II] は 、 安 田 さん の 
結 ) 企画 の オー ディ ショ ン 用 に 描い 技 か 5 大 ファ ン だ っ た か 5 ね ー。 な ん だ 
02 の この 礎 役 の 太い 女 は ご !! っ て か ん じ で 。 
高 ) 誠 く 色っぽ く て 良い で す よ カル チャ ー シ ョ ッ ク だ っ た あ 。 (人 ) 


結 ) いや ー、 も う 全然 ダメ 。 ダ メダ メ 。 。 ハ ) そう そう 僕 も そう 思い まし た よ ( 先 ) 


ハ ) その 辺 は 僕たち に は 全然 分 か ら 寺 ) あれ は か っ こ 人 良 か っ た よ な ー。 
な いで す よ 


AN WTILIH 


OUOUOUUODUOUOUNXXDROBOOOOUROUSUYRPPKKRRERYEWXRXSXCEERKXXXSXKXX テ SXXXEV 肖 eeexzzeex 光 SUUUUUUUUUUUUUUUUUUULUUUL 


対人 本 ] 目 


NII 間 し 3 | 半 


Ng を.Z、 ! 


: れ は 左 が トレ カ 用 で 右 が アン ソロ ジー の 表紙 。 め ち 


ゃ 舞 フ ァ ン で す 。 ( 笑 ) 


結 ) ご 


ANWILH 


ANWILH 


これ は 人 気 の 三 座 市 ポス ター 用 の イラ スト で すね 


れ は 「 ブ ラン ディ ッシュ 」 の ラフ イラ スト 。 


結 ) ご 


IlH 


ANY 


ANWVILH 


結 ) これ は 「 天 使 の 詩 ジャ ケッ ト 用 の ラフ イラ スト だ ね 。 


ANVWILH 


に 1 


ハ ) この ボッ コ ち ゃ ん は まる 勝 用 で すか ね 


結 ) そう そう 。 表 紙 を 毎月 描く 事 に な っ て 、 同 じ キ ャ ラ で シ チ 
ユエ ーション を 考え る と 良い と いう 話 に な っ て 作っ た キャ ラ 。 


初め て 知っ た の で す が ボッ コ ち ゃ ん て 「W3」 の ボッ コ ち , 
の 事 で すか 2 


高 ) 
ゃ ん 


結 ) そう だ よ 。1 号 目 だ け を 見 た ら 分 か ら な い ケ ド 、 タ イヤ に 
乗っ て いる 辺り か ら 分 か る 人 は 分 か っ た みた い 。 


ANWILMH 


ANYIhLHM 


画 、 呈 周 剛 [ 計 | 


AWNUVILIH 


ファ ee 本 まく て いる 
3 なー 


N 個 > ち ln 天 づ 衝 腺 て ピー 


7 
Ke 3 
的 


W47 ル 9 せり 
eftreae 

欠く AMF ラ ス NW 

" 晃 。C プ ラマ + 


今 Re sntrA は 
ソル ズ 偽 e 多 >A 


し 因 , 較 | / 語 還 議 | | 


2 ぞ <ne 
本 ぁ clorev 3 
(の レタ 21 っ 
の 8 と ww を 
9 を 偽作 Cy 
0 4 て C マ 
vow で 3 
て な c* り 2Y4 
9 入る 
2 


20 イタ 
Ye の N 
os 人 0 
7 の を 
ルン 


結 ) アニ メー ジュ の 映画 コー ナー に 掲載 し た イラ スト だ ね 。 
この コー ナー を 担当 し て いる 渡辺 さん て 、 マ トリ ックス と か の 
の パン フレ ッ ト な ど に ゃ 解説 を 書い て た りす る 人 で 、 ア ニ メ ー 
ジュ の 所 集 さん じゃ 無い ん だ よね ー。 だ か ら 許 され る の か ( 笑 ) 
渡辺 さん の 個人 的 な 好み で 人 選 を し て いる みた い 。 

だ か 5 毎回 アニ メー ジュ の 読者 の 知ら な そう な 人 ば か り で 構 
成 され て いる 気 が する 。 ( 笑 ) 

ボク も 既に その 一 人 か 。( 衝 ) 


結 ) これ は アス キー か ら 発 行 され た 「 ウ ィ ザー ドリ ー」 の 文庫 本 
この イラ スト は 1 巻 由 に な り ます よね 
結 ) だ ね 。 


パ ) 


ANWIIH 


名 
ィ 
任 
タ 
ィ 
る 
ミ 
は 
ら 
由 
ま 
ぁ 
由 
間 


ANWVIILIH 


叶 
ーー 
F コ 
喧 
ーー 


結 ) この ペー ジ は 3 巻 且 の 中 身 と 表紙 。 主 人 公 は この 後ろ 普 の 朋 父 な ん だ けど 、 こ の 周り に いる キャ ラク ター は ボク が 単 DI 
に 表紙 用 シリ ー ズ と し て 作っ た 典型 的 な 冒険 者 キャ ラ 。 


ANWUIILIH 


) こ hG 何 で すか 結 ) 伊東 さん の 知り 合い が 毎回 持ち 回 り で 措 
_ 。、、。 いて だ の 。 伊 東 き ん に ぜひ キャ プ テ ン ロジ ャ ー 措 
) 宇宙 英雄 の 5 巻 の 巻末 に 付い た 予告 だ ね 。 、 て っ て 言わ れ て 嫌 し か っ た な ー。 リ キ 入 れ た 事 


高 ) 予告 を 結城 さん が 描い た の で すか ? も あっ て か な り 自分 的 に は 気に入っ て る 。 


AN UIILI 


4。 補 本 男 | 


) これ は 価 の シリ ー ズ な ん で すか 

結 ) これ は 「 コ ミッ ク SHOGUNN」 用 の 表 
紙 。 フ ラン ス 書 院 が まとも な 少年 雑誌 を 出 
すこ と に な り 、 そ の 表紙 の 毎号 を 描く こと に 
な っ た の 。 


ハ ) 見 た こと 無い の で す が 発行 され た の 
で すか 


結 ) 3 号 所 発行 され た よ 。 


AN WILH 


AN UILH 


高 ) この イラ スト は 全て 使用 し た の で すか 


結 ) 最初 の は アメ コミ 読 の 「 ベ ロティ カ 」 と いう 女の子 
本 の 表紙 用 に 描い た モノ で 、 次 の ペー ジ の 左 が 

」 「SHOGUN] 1 号 目 で 右 が 3 号 目 。 そ の 次 が 2 号 目 で 右 が 
「 コ ミケ ッ ト サ ービス 」 の 宣伝 用 。 


ANVILM 


0 全 還 | 9 凍 し 6 才 | 隊 ) | 


高 ) 問題 の イラ スト で す よね 
縮 ) 原画 を 紛失 され た 一 。 ( 即 ) 

ハ ) 最後 の 2 枚 は アイ ディ アラ フ で すか 
結 ) そう 。 


ANWIILIH 


ANWIILH 


ANWTIILIH 


)。 | 約 ここ 5 は 全て ボツ 。 が アニ メー ジュ の カレ ンダ ー 用 で 右 が ダー ム 用 
に 所 いた 符 だ と 思う 。 


ANWILIH 


呈 
三 
テ 
喧 
ー 


1 


あと が き 


うこ ーー ん 、 と う で し た ? 
あら た め て 人 前 に 出す よう な 
で も な い の で す が 、( と くに 
2) ( 笑 ) 


ある 意味 フィ ニッ シュ し た も の よ 
り 気に入っ て いる も の 等 も あり 
毎回 な か な か 複 条 な 心境 で す 


さて 、 最 後に な り ま す が こ れ ら の 
ラフ は ボク の 画集 や [ヴェ ル バ ー 
サー ガ | の 担当 で ある オギ ー こ と 
小笠 原 く ん の 結婚 式 の 引き 出 物 に 
使っ た イラ スト で す 


実は 夏 か れる 方 も 多い か も 知れ ま 
せん が 、 そ の オギ ー は も うい ませ 
ん 。 福 絶 な る ガン と の 賠 病 の 未 
に 、 そ れ を 碗 用 し な が ら も る も あっけ 
な く (本 当 に あっ け な く ) 放 ら め 
人 と な っ て し まっ た の で す 


そし て 彼 が 作る は ず の ポ ク の 画集 
は 未刊 と な り 、 富 士 見 書房 と の 絆 
も 大 分 薄く な り ま し た 


画集 が 出 な い 事 を 不 思 謙 に 
方 も 多い か と 思い ます が 
い の 理由 は そこ ら 辺 の 所 で す 


斉 士 見 と の つなが り が 滑れ 

そろ そろ 他 の 出版 社 か ら 出す 事 も 
考え る 時 が 来 た の か も 知れ ませ 
ん 


オギ ー が 居 な く と も ボク は 歩い て 
ゆか ね ば な ら な い の だ た から 


オギ い 世 界 の ボク は 片足 
の ょ な げ で 心細い けれ ど 
馬 わ くば オギ ー が ポ ク を 導い て く 
れ ま す よ うに と 、 神 に も 祈 ら め ポ 
ク は オギ ー に 祈る の で す 


200077725 結 綴 信光 


編集 後記 


「ANVIL1 」 を 発行 し て か ら 丁 度 年 目 に な り ま す - 


この 本 は 従来 の アニ メー シ 


の 本 に まとめ る 
事 が 即 し い 企画 物 、 ゲ ー ム 用 に 摺 いた 設定 や ラフ 画 、 ア ニ メ 雑 計 

等 の 商 抹 攻 用 イラ スト 、 他 サー クル に 提供 し た イラ スト か ら ポ ツ 作 品 
迄 様々 な ラフ 画 を 一 賠 の 同人 旋 に まとめ て み ま し た 

また 、 従 来 の 解 瞳 や コメ ント より も 生 の 声 が 伝わる 様 に イン タビ ュー 
形式 に する 


に より 、 今 まで の 本 と は 返っ た 意味 で 人 目 に 航 れ る ご と 
が 無い 結 域 ワー ルド を 坦 能 し て 頂き た く 思い 編集 し まし た 。 
名 何で し た か ? こ の よう な ラフ 画 を 多く 掲載 出来 た 事 が 同人 誌 らし い 


か な と 感じ て いま す 。 ・ 
アニ メ ( 総 描き ) の 世界 で 活躍 し て いく 結婚 さん は これ か ら も 多く の 
企画 、 ゲ ー ム 、 そ の 他 様 々 な 作品 に 携わっ て 行か れる と 思い ます 。 こ 
の 「ANVIL」 本 は その 原 に 描き た め ら れ た ラフ 画 や 1 点 物 、 1 


まとめ られ な い 作品 の 画集 と し て シリ ー ズ 化し て いき た いと 思い ます 。 
最後 に 、 忙 し い 中 店 力 し て 下さ っ た 結 拭 さん 、 デ ザイ ン を 担当 し て 項 い 
た ハザマ さん スタ ッ フ の 絡 欄 有 散 う 御 護 い ます 。 次 回 作 劇場 エス カ ) 
や 区 張 り まし ょ う 。 

本 書 及 び 結 信 面 氏 へ の ご 意見 ご 感想 、 人 ハザマ さん の 個人 臣 に 答 味 が 


ある 方 、 今 後 の 活 動 内 容 を 知り た い 方 は E メ ー ル も し く は 下記 の 住所 
送 ( 衝 信 再 簡 同封 ) ご 連絡 下さ い . 

「 高 い 才 の 男 」 を 凛 え て 下さ る 陳 者 の 皆様 へ 本書 が 未 衣 く 愛 項 され 
る 事 を 祈り ます 。 ロ 


